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特別掲載

緒言

1882年 Mansonがアモイに滞在中，一支那人の屍体

を剖検して12条の虫体をみい，でし， ζれを Cobbold Uこ

送ったのに氏はとれを誤判してリグラ属の種類となし，

リグラ ・マンソニイと命名した．ところがその前年1881

年にわが国では，当時京都府立病院の院長であった Sc-

heubeは28才の馬丁の尿道から排出した長さ18.5cmの

乳白色帯状の虫体を得て，これを Leuckartに送った．

同氏は詳らかにこれを検査してボトリオケフアルス属の

幼虫てあろうとして，ボトリオケフアルス ・リギユロイ

デスと命名したのが1884年てあった．とのように，木虫

が初めて発見されてこのかた，本邦において木幼虫の人

体寄生例¢報告は今日まで百数十例に達している．

山凹 0916）は人体から取り出した本幼虫をイヌに試

食させて， 初めて成虫を1~て本条虫の Plerocercoid と

成虫との関係をあきらかにし，さらに奥村 (1919）は木

条虫の第一中間宿主を決定して，ことに木条虫の発育史

が牙明した．

木虫¢第二中間宿主は， ヒトを合めて多くの晴乳動

物，烏類，は虫類および両生類て，終末宿主はイヌ，ネ

コである．揚 (1984）は本条虫の第二中間宿主体内にお

ける幼虫，すなわち Sparganummansoniをイヌに試

食させたのに，イヌの個体によってその腸管闘における

成虫の発育に，きわめて不良なものがみられる事実に活

日し，との原因をたしかめるために一頭のイヌに第一同

に本幼虫10条を感染させた後，40日自に再び5条を試食

させて31日を経過してから剖検した．また他の例ては第

一回に S.mansoni 10条を，その後初日目に 6条を試食

させ，その後16日自に剖検した．とれらの例においては

感染させた Plerocercoidはいずれも完全に発育して成

虫となめ，腸管はほとんど全部成虫て充満しているのを

みた．すなわち，重感染した虫体の発育は既存の成虫体

によって阻害せられてはいなかった．要するに，同氏の

実験例中虫体の発育が非常に不良であったイヌは，かっ

て一度本条虫に感染した ζ とがあった否かは不明であ

るが，再感染実験の成績によって，第2回目に感染させー

た S.mansoniがことどとく完全に成長したととから考

えると，木条虫寄生による免疫はたとえ存在し得ても著

明ではないとみるべきで，従って免疫によってとの虫体

の発育不良なものがあった原因を充牙に説明することは

できないといっている．

古く Brumpt(1927)は Taeni.α soliumの重複感染

に際し，初回感染の条虫の存在によって再感染の条虫の

発育が阻害されるといい，Joyeuxはネズミ倭小条虫に

ついて同様のととを観察している．西尾（1939）は倭小条

虫体の乳剤を免疫元としてネズミの皮下に注射した後，

同虫卵子を試食させたのに対照に比して感染率低く，発

育状態もまた不良であり，また，木虫の再感染試験の結司

果においても初感染の成績？とくらべて，感染率の低下と

虫体の発育がわるいととをみとめている．布上（1930)

はネコに寄生する Taeniataeniaeformisおよびネズミ

の肝臓に寄生ずる木虫の幼虫 Cysticercus Jasciolaris 

の乳剤を免疫元として，ネコの皮下に注射し，または経

口的に投与しで後霊虫を感染させて，その感染率を対照

ネコのそれと比較したのに，免疫ネコにおいては低くい

感染率を示したととを報告している．

近時寄生虫学領域における免疫学的研究牙野が開拓せ

られ，線虫類および包虫症に関しては新局面の展開と著

るしい進歩がみられるようになった．条虫類，吸虫類に

ついても従来とは起きを異にして攻究されなければなら

ない多くの問題があると思われる．

最近岡部ち (1957)はマンソン裂頭条虫および Spar-

ganum mansoniから得た抗原を Sparganiasisの患者に

応用して度内反応と沈降反応を試み，その診断的価値あ

るととを報告している．

わたしはマンソン裂頭条虫乙：らびに Sparganum

mansoniから抽出した物質をもちいて，その抗原性を

Arthus現象を指原として，かつ，その免疫学的関辿性に
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ついて検索をおとない知見をHJ・.たのでととに報告する．

実験I. 成虫およびマンソン孤虫の粗抗原による

Arthus現象について

マンソン裂頭条虫成虫（以下 D.m とl略記〉とその

Plerocercoidであるマンソン瓜虫（以下 S.m と略記う

は体制において大きな差異がみられ従って発育の時期の

差によって，虫体の抗原性物質の構！克上に複雑な因子が

存在するものと考えられるので，両者のあらわす免疫学

的な態度に差異がみられるのではあるまいかと想像され
、・？
Q.  

そこで，わたしは， D.mおよび S.m の虫体物質を

生理食塩水（ 1 : l,000 ）て抽出した粗抗原をつくり，

両者聞における免疫学的な関述について，感作ウサギ：こ

対する Arthus現象によってこれを追求した．

実験材料と方法

a) Sparganum mansoniの採取

埼玉県下において捕獲した．あおだいしよう Elaphe

climαcophora (Boie）に寄生している虫体を採取した．

とれらの S.mは生理食塩水てよく洗蔽し， これをガラ

ス，ホオモジナイずーで磨砕しi威圧下て乾燥をおとない

保存した．

助成虫の採取

採取l立後の活溌な S.mをミルクに混和してイヌに20

～30！去を投与しJ長染後， 4週間してから解体して D.m

を採り， ζれを S.mとまっ／そく同じ方法て処理をおと

なつ，ヒ

c) 組抗原の作り方

D.mおよび S.mの乾燥虫体物質に生理食塩水c1 : 
100）を添加しガラス， ホオモジイザ」を用いて陪砕いi

出し， 24時間，冷室に放置してから述心操作（3,500rpm

15牙問〉をおとない，その上l1Jfを生理金塩水てP 100倍し

とれを ChamberlandLzて鴻過して組抗原とした．

<i) 感作方法

感作抗原は粗抗原と同じ方法て生珂ー食塩水抽出液 (1

: 100）を用）／＼；と．すなわち，ウサギピ prokilo 1 ml 

を｜凶円に5阿部4注して感作を？とない，最fをの注射が終

ってから 3～』週間経過した動物を災験に供した．

e) 皮内反応の術式と観祭

感作動、物の背部をエパクリームて脱毛した局所；こ，粗

抗原 0.1mlを皮内に確尖・に注射した．反応の観察と記

載は緒方の法とセロファン転手による方法を併用し，次

ぎの判定規準にしたがって時間的に観祭した．

すなわち， 〔I）水聞から発必を示すものく ]I)充血
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を伴っているもの（ill）壊死を伴うもの，さらに反応の’

程度を腫脹面積によって比較するためセロファンにとれ

を転写し長径と短係との実測値杢平均て表示した．

実験成績

1) D.mおよぴ S.m抽出抗原の窒素足について

D.mおよび S.mの抗原窒素の虫的関係と反応出現と

の関係，また両抗原聞における窒素f互についてなど，抗

原の性状についての基礎的な資料を得る目的て，両者の

虫体物質を水および生理食塩水て抽出し， ζれに抽出さ

れた窒素呈をミクロ，キエルダール法によって測定をお

こなった．

すなわち，両者を同じ条件て水および生理食塩水て磨

砕抽出c1 : 100），これを3,500rpm 15牙間遠心操作
をほどとし，そのと清を材料として窒素の定日をおとな

い比較した．その結決はお1図にみられるように， D.m

においては，生理食塩水に，また S.mは；Jcj1l1出に窒素

・：止の多い傾向を示したが，とれは，きわめて僅少な差て、

測定誤差の範囲にあるものと思われる．し／とがって，両

虫体物質とも抽出液が生理食塩水と水とにおいて：ま，そ

の差を考慮する必要のないことを知った．

プk
食塩水

成虫

0.406 mg 
0.372mg 

孤虫

0.450mg 
0.366 mg 

1: 100抽出液lml中のN量を示す

第 1図成虫および孤虫抽出液の窒素量測定値

(mikro kjeldhal) 

o . .r 
tn:f 

2) D. m および S.m 抗原のペーパー，クロマトj去

による Ninhydrinの足色について

さきのくA）の実験に用いた両虫体物質のJ1l1」kLH？夜を

40°C，減圧下に波縮しこれを材料として次ぎの法て一次

元ペーパー ・クロマト法なおζない Ninhydrinの呈色

について比較した．

M開は，プチルアルコール，アセトン，水の 4: 1 : 
2を用いた．ろ紙は東洋ろ紙 No.51て展開した後， Nin-

hyclrin によって出現し，七部位をしらべ第2凶のように

( 119) 
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第 2図ペーパークロマト法による成虫，および孤

虫抽出液の Ninhydrin呈色．

Butyl alcohol ・ ・ ・ 4 

Acetic acid ・ ・ ・ ・ ・ 1 

Water・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 

Ninhydrin 呈色

D.m 0.93 0.90 0.38 0.27 0.15 0.10 

S. m 0.92 0.88 0.39 0.27 0.14 0.10 

両抗原とも 6カ所にその発現がみられ，しかもきわめて

近似し疋測定値を示した．

3) D.mおよび S.m組抗原による反応

実験に供した動物は感作に耐えた4頭のワサギを用い

た．さきに記載した方法によって両抗原を皮内に注射し

て，その反応の出現状況をみると第3図のような結果が

得られる．

5 10 24 48 70 
包H• 。 る口 bO 3 

E 0 。。。。σ 。。ο 。
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二‘n 。。。。。
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恒2

~ a 。勺 。。く〉
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E 
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（縮l/a.腫脹部をセロフアジ紙で転写したもの）

第3図 D.mおよび S.m粗抗原による感作ウサギ

に対する反応

D. m 抗原ては注射後，約60号経過して腫脹は最も大

きく，その後次第に縮少してゆく傾向がみられた．

緒方の判定法によれば，腫脹面積とは逆に時間の経

過にともなって局所の反応が強くなるととがみとめられ

る．すなわち， 24時間後においては全例に前掲（］IT)の

判定結果が得られた．

次ぎに， D.m 抗原によって感作をお乙なったウサギ

に対し， S.m 抗原を使用してその，反応について比較観

察したのに，全般的に D.m抗原のそれに比べて弱く，両

者の腫脹面積の平均値をみると第4図に示すような結果

1Tlm 

1. 5 

・一一－ D.m
._ __ _. S. m 

1.0 

0.5 

0 30 60 3 5 10 24 48 70 時閉

第4図 D.mおよび S.m粗抗原による反応比較

がみられ，さらに緒方の判定規準によってtHm脹面積と

同様に D.mより反応は徴弱て，わずかにNo.1におい

て規準（］［）の反応がみられ，他は48時間以後は消退した．

小括

Diphyllobothrium mansoniおよび Sparganumman-

soniの虫｛本物質を材料とし， それの生理：食塩水抽出に

よる組抗原をも2ういて， D.m感作ウサギに対する Art

bus現象について検討をおこなった．

両抗原の性状すなわち，所定の抽出液についての合窒

素E，ペーパー ・グロマト法による Ninhydrin呈色な

どについては著明な差はみとめられなかっぇ．皮内反応

による所見をみると D.m抗原注入による反応は，時脹

および局所の判定規準の上からも S.m抗原注射のそれ

に比較して強くあらわれるととがみとめられた．

両種抗原におけるとのような差は，本；条虫の成虫と幼

虫とにおいて，虫（本構成物質の質的差異によるか，それ

とも量的差異によるか，にわかに断定するととはできな

い．

実験II Evans blueと D.mおよび S.m抗原に

よる友応の比較

Leuis (1916）によって Trypanblueが始めて皮内反

応に用いられて以来，Ramsdell(1928）の Trypanred 

を用いた所見についての報告があり，また横川ら（1954)

は日本住血吸虫の皮内反応に Trypanblueを使用し，

ウサギ，モルモツトなどの皮膚の比較的非荷fな実験動物

( 120) 
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D.mおよび S.m粗抗原の反応平均値と緒方の法による判定成績第 1表
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註 ：上の数字は腫脹の平均値（mm）を示し，下の記号は I＝発赤

における反応の判定には抗原注射部位の開肢のみに主る

よりも，とれに本色素？と併用した方が，その結果を容易

かっ確実に判定するととがてきるといっている．

さきに， 清水ら（1960）は皮内反応の判定に Evans

blueを応用し，横川ら (1959）は肺吸虫の宿主体内移

行出の追求：ととの色素を用い良好な結果をn七わ疋し
？と，両抗原による皮内反応の程度をE確に判定し，両者

閣の反応の度合？ハを比鮫する．ために Evansblueの注入

法を実施し土．

実験材料と方法

1) 色素の注入とその観祭

実験に供した Evansblueは東京化成の製品を用い，

実験Iの項ピ述べた法によって，感作をほどとし土ウサ

ギの f立内；こ， D.mお三円 S.m抗原（ 1 : 1,000）を注

射し，同II与に 0.5°o Evans blue云prokilo 1 mlを！？？？

注しと．

反応の観察：立，-1'.J色に出現した開脹の長径と短径とに

つ川ア計測し，その平均fl(｛宅求内て’てnをトヒi陵し／こ．

2) 感作動物とを起抗原について

D.mおよバ S.m抗原によって感作をおζなつ疋ウサ

ギにfJiJ.l-T{に述べえ方法によって，両種抗原を注射して反

応を否、起させた．使用した抗原は 1: 100, 1 : 1,000お

よび1: 10,000の濃度別に調製し疋ものである．

尖験成紅i

1) D.m抗原によるJ感作ワサギの反応J!Ji'J,l 

1.05 

II＝充血 III＝壊死を示す．

D.m抗原によって感作した ウサギに，D.mおよひ－

S.mの稀釈別に調製した両抗原を惹起抗原として実験

をおこなった．

反応同所における色素の侵入状況は，注入してから 3

分後にみとめられ，時間の経過につれて，次第に著明に

出現するが，約1時間を経過すると反応局所と周囲との

限界は色素の拡散のため徐々に不明になってしまうの

で，観祭は色素注入後1時間までとした．

また，反応、の程度を抗原の稀釈別にみると抗原濃度の

高いものが，いずれも強い反応を現わしている．

ζれらの実験成航については，第5図に示すとおりで

あって，また両種抗原の現わす反応の強弱の比較におい．

0.63 

.D. )Tl 抗原 S m 

杭原事帯夜 検竜R 抗原、将釈

1 10000 1:1000 1 100 暗闇 1 I O 0 1 1 O 0 0 I J o.o C D 

。。。。。。。
。。。3分0 。cJ 。
。。。60 。。。分

第 5図の 1 D.m感作ウサギの反応

縮l/2，腫脹部をセロファシ紙に転写したもの‘

( 121) 
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D. rn iえ原 S rn 

抗原神釈 手lj;）釈 抗原 1キ釈

1 1口ooo 1 J.00口 1 1 c口 時間 1 100 1 1 0日日 1 10.00口

。 「つ 。。 。。。
。。ο 30 。ο 。5』

,o 。。bO 。σ 。分

第5図の 2 D.m 感作ウサギの反応、

ても実績Iの場令と同様に， D.m抗原による反応の程

度は，S.m抗原におけるそれよりも一般に著明てあっ

た．

2) S.m抗原による感作ワサギの反応

S.m抗原による感作ウサギに対する両抗原の注射時

の反応の強さは， D.m抗原が S.m抗原に比べて強い

反応を示すととは，とれまでにおこなってきた実験の成

－績によってあきらかであるが， S.m抗原て感作をおと

なった動物に対する両抗原の反応惹起の態度を知るため

に，色素注入法を併用した実験をおこない，次ぎのよう

な結果が得られた．

D rn 杭原 S m 

抗原稀釈 相；祝 f荒原稀釈

1・10000 1 1.000 1 100 時間 1 100 1 1.000 1 10.00口

。。。。。。。
。。口30 。。σ 分

。。。 60 。。。
分

第6図の 1 S.m 感作ウサギの反応

すなわち，惹起抗原として注入した両種抗原の場合，第

6図に示したように，やはり， S.m抗原による局所の反

応は， D.m抗原注入による反応よりも一般に，腫脹の度

合い，反応の強さがおとっていることがみとめられた．

小括

D.m による感作ウサギに刻する皮内反応は， D.m抗

原が S.m抗原に比べて強い反応を示すことは，すでに

実験Iの成績によって知ることができる．そとて， J蔀作

D 問 守党原 S m 

抗原称釈 称釈 抗原柿釈

1 10.000 1 1.000 1 100 時間 l 1口口 1 l ODO 1 10 0日日

。。。。 。。。
0 。。3 0 。。。

分

。。。60 。ロ。
分

第6図の2 S.m感作ウサギの反応

抗原を S.m に求めた場合の惹起抗原としての両種抗原

の態度にってて比較検討するためにとの実験をおとなっ

たのであるが，本条虫の成虫から件られた抗原で動物を

感作した場合でも，また，幼虫である Sparganumman-

soniの抽出物質て動物の感作をおとなった場合ても，

惹起に使用した両種抗原によって発現される皮内反応の

強さの度合いは， つねに， D.m・抗原の方が S.m抗原

にまさっているととをあきらかにするととができた．

実験III D.mおよび S.m抗原の硫安分画物によ

る友応について

寄生嬬虫からねられた虫体物質を牙画し，その抗原性

の存在について検討された実験報告は回虫に多くみられ

ているが，いまだその分画物の抗原性に関しての精細な

究明がなされていないように思われる．その他の寄生

虫についても抗原性に関与する分画に関しては，あるい

は蛋自に抗原性を求め，あるいは脂質に，または多糖体

に抗原性の存在を主張し，研究者によってその見解を異

にしている． たとえば， 回虫抗原の牙函について，池

田〔1950）は皮内反応， Schwarzmann現象， Arthus現

象，Schultz-Daleの反応および沈降反応において，その

合水炭素会両にきわめて強い抗原性をみとめ，森下

(1953）は回虫の虫体物質の酷酸処理による卦画物につ

いての皮内反応および Schultz-Daleの反応をおこない

Polysaccharide fractionに強よい抗原性があるといって

いるし，「戸島 (1954）は回虫抗原を精製し，とれを理化

学的に精査し，単純蛋白に抗原性の強い三とを報侍して

いる．

実験材料と方法

1) 抗原の分画について

D.m および S.m両粗抗原(1: 100）を1/2硫安飽和

( 122) 
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呼ぶととが適当と考えられる．

A牙画の D.m抗原K長作ワサギ：こ己jナる［ゼ内反応は，

D.mおよrr.S.m抗原とも，大体同：； -Vil皮のwむを示
し，苦しい差はみと心ら札ず，えだ反応の時間j的な経過

が D.m抗原においてやや早い傾向が五とめられた．す

なわち，D.m抗原は，注射後605子頃：こ反応a＇強く現わ
れ， S.m抗原はとれに比べその発現がおくれ， しかも

その反応がH:い%いだ持続した．

次ぎに反応、の程度について判定規準によって観完きした

のに全体としては D.m抗原感作による毛のが反応が強

い第8図に示すような：H験成績をV｝た．

として ~4 時間， 冷室に放置3,500 rpm 15牙遠心操作を

おこないその沈澱を回収し，ネスレルの反応が陰性にな

るまて、流水に透析する．これをアセトンて洗い減圧下に

乾燥しこの牙画をA牙画とし，また1/2硫安飽和の上市を

全硫安飽和として24時間，冷室に欣E，さらに述心操作
をおτない，その沈澄を好l所Aと同様に透析して1'.J.た物

質をB分画とした．さらに，B分間の上消を流水て透析

し，75°Gにアセ トンを添加してl'.J.Gれる沈澱物をjr1j収

し，ζれをC分画とした．とれらの分間f去を阿示すると

tM図のようである．
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安

沈

硫

l~I 
全飽和（硫安）

逮洗

遠

祐法
｜セロフアシ透析
流水3日

｜アセトジ沈澱｜
A 画 分｜

与E:.i.q. 10 5 60 JO 15 。

No. 3のウサギては D.mおよ円 S.m 抗原ともその

反応の現われ方が弱かった．とれ（土動物における感作の

不充分な，！.~~.こ原因があるのではないかと忠われる．

対照とした生理・食塩水注射群は 6例中，5例までは60

分以内に反応はif'jj邑したが，i例のみは 5時間までその

随脹がみとめられた．

時間

A分画によ る反応、ti~ 8図の 1

沈 法 上 清

｜セロフ アジ透析 ~： 
流水3日 以！

｜アセトシ沈澱｜ ！万 ト －~u
B 画 分 I I c 画 分

成虫およびマジソシ孤虫抗原の硫安分画法

B升画による反応

全飽和硫安による泌即防てあるB牙画は，Albuminに

近い牙画と忠われるが，A分画とおなし理由てB牙画と

して実験をおこなつ之． この分画による反応出現状況

を，A分画のそれに比較すると，D.mならび S.m抗原

ともその程度は弱く ， かっ?f'jj~する時間も ~4時間以内の

2) 実験ウサギの感作方法

ぷ起注射の術式などについては克験工の場合と同様で

ある．

;lf験成絞

1) A分画による反応

との分画について化学的な性状は不明てちるが，1/2硫

安飽和による沈澱であるため，おそらく，Pseudoglobu-

linまたは Euglobulinに近い蛋白と思われる．しかし

抗原蛋自の精製とその性状が正確でないので，AZ子画と

第 7図

( 123) 
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第 8図の 2

ill＝壊死．

やはり60分以内て消失している．
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ものもあって，その経過は全般的に，早い傾向がみられ

た．しかし，判定規準にてらしてみるとA牙画によるも

のより強く，とくに，－D.m抗原て感作した動物におい

ては，S.m抗原感作によるものよりも著明な反応がみら

れた．

とれらの結果は第9図のような成績を示し；士．

3) C牙画による反応

との分画は硫安塩析法によって，蛋白沈澱を取り除い

た上清を透析後，75%アセトン沈澱によって回収した抗

原て，いわゆる， Polysaccharide牙固に位置ずけられる

ものであると考える.D.m感作ウサギに対する C？子商

の反応については第10図のような結果がjつられた．

とれらの成績についてみると D.mおよび S.m抗原

とも反応が弱しその消宍するまでの経過も，ま／三i2l{か

であった．いずれも軽微な腕脹を現わし，No.1 にお

いて D.m抗原感作のものが判定続準（］I)を示したの

みで，その他は全部が規準 CI）に相当する反応がみら

れ，またその経過も早く ，D.m 抗原感作の 6例中，4

例が，1時間以内に消失し， S.m抗原感作ては全例が
B分画による反応第 9図の 1
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第 9図の 2

ill＝壊死．
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によって検索をおとない， 3種分画注射後の隠脹面積に

ついて比較検討したのに， D.m抗原て感作したものは

A牙画を注入し，そものが最も強く，次いてB分画，そし

てC牙画ては最も弱い反応を呈した．

S.m抗原感作動物においても，やはり Aおよび B牙

画に著明な反応がみられたが，しかしその程度は D.m

感作のそれに比べ弱かった．

D.m および S.m抗原別に感作したウサギにみられた

各種牙画抗原による反応出現状況は，第11図，第四図お

よび11~2表に示したとおりである．

実験 IV D.mおよび S.m抗原の Zoneelectrop-

horesisによる分画物の友応

Paper electrophoresisと Zoneelectrophoresis によ

る抗原物質の牙画，精製は免疫化学の領域に広く応用さ

れているが，いわゆる寄生虫抗原のそれについては，岡

村、 (1959）は Panyeらの法より同虫抗原の牙面をお二

1 ・ヲ
・4 6 
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I I I 

I 
II 

ウサギ

抗

時原
間

ハU
に
d

ハU
n
U
R
u
n
U
A
4
円

δ

1
3
6
1
2
4
 

3 4 5 

第 10図の 2 C分画の判定成績・

I＝発赤. II＝充血. III＝壊死．

4〕 生理食塩水によミJ反応

止す！！CT＇.こ用いた生理食塩本注射例て l二G例中， 5例まで

は60升以内に消）£！G, l例：土 5時間まで1ぺ脹予みとめら

れ，＂＇－.：.

小括

わたしのおとなっ，E牙画法てAおよ r~： B 牙画：よ硫安塩

析に主る Pseudoglobulinちるいは， Euglobulin近似の

A牙画と Albumin近似のB分画と主らにC牙両＇.iPo-

lysaccharideに位置ずげられるものと思われるが，と．九

らの各外商物の化学的性状についての険宗がなさ札てい

ないえめA, BおよびC牙画とし，とれらのものの抗原

性について実験をおとないAB両種抗原に抗原性の仔在

を推定し得る結果が得bれる．

硫安牙画法による抗原牙画物の抗原性を Arthus.Bl象

~ D m A M 引 A D m B S 川 b D rn C Sm C 
0 0 jο つ心、 。。｜
is D ,.J 0 ,) ~ ， し 。
Jtlo o ο 。に＼ fつ
~o 。。。｜。。。
sQ 。σ 。。。
100  。。。却。。。
4崎g 〆『「づ ｛二 。
第 11図の 1 D.m抗原感作ウサギ（No.11）に対す

る分画抗原の反応出現状況

腫脹部をセロファシ紙に転写したもの

( 125) 
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S.m抗原感作ウサギ（No.21）に対す

る分画抗原の反応出現状況

第 12図の 1

D.m抗原感作ウサギ：＼o.l＇.！） に対す

る分画抗原の反応出現状況

第 11図の 2
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S.m抗原感作ウサギ（No.22）に対す

る分画抗原の反応出現状況

第 12図の 2
D.m抗原感作ウサギ（No.13）に対す

る分画抗原の反応出現状況

笠

第 11図の 3

緒方の法による各分画の反応判定成績第 2表
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亡の上清を日立分光光度計を用いて280mμ の紫外吸

収によって， Optical densityをとり蛋白濃度として泳

動像を作りとれを分画した．

なお，J感作動物，！感作方法，皮内反応の手技や観祭の

しかたなどは，実験Iの法によっておとなった．

実験成績

1) D.m牙画抗原による反応

泳動像にづいて第13図に示、「ように原点を中心として

：被 D m A S.m A Dm B S.oi BI D"' c S.m C 食埴 Ji<.
。。。。。。。。
IS 。。。。。。 Q 
JO ¥) 。。。。勺 。
6令0 
。。。。。 。
5ο 。。。 。
10 0 。。℃〉
J/I 。
I ~寺I? くミ ーーーーーー－ D 明

ーーーー－ s 吋

S.m抗原感作ウサギ（No.23）に対す

る分画抗原の反応出現状況

第 12図の 3

+zo 

I m I I 
r-ー一「 Fr I 
I 1:1 I I 

十10 0 

Fr II !'r ~ 
dへ 、〆、
VFr il ¥/ 

W
 

2
｜

i
 D.mおよび S.m抗原の Zoneelectro-

phoresis 

Holder 1.5×3×40cm 

V eronal buffer pH 8. 6 

9 mA, 250 V, 17 hrs. 

第 13図

F苫 t

30 10 

D.m感作ウサギに対する各 Fr.の反応

出現状況

同つの峰rt:出現した． すなわち， 陽hu~rmが三つ？と大きく
牙かれ，除側側においては小さな二つの峰としてみとめ

られた．そとて， 陽極側から Fr. I • Il・llI• ivの4
分画とし，これらをも2ういて皮内反応を災施した．

との成績についてはt¥~14図にみられるごとく，全例と

も Fr. Iが強い反応を示した． ま疋，｜拐傾側の分画は

陰極側のそれに比！援して反応が一般に弱い傾向がみられ

た． との事実は泳動像にみられる Opticalbensityから

第 14図

ない，TM反応に関与する回虫抗原を退求レζいる．ま

た後者の法については，抗原・の電気泳動法？とよる分画を

目的とした場合きわめて有用なものであるが，寄生虫抗

原のそれについてはまだその例は少ない．

たとえば，高木（1958）は回虫体腔液を牙画し，それを

皮内反応抗原として Ascaridosisの患者の皮内反応をお

となっているし，米山 (1959）は肺吸虫抗原を本法によ

って精製し，とれを用いて皮内反応および沈降反応をお

とない特異性反応の強い牙画の検索をおとなっている．

わたしは，Kunkelの法によって澱粉を支持体とした

Zone electrophoresisにより， D.mおよび S.m両抗原

の牙画をところみ，さらにζれを用いて感作動物に対す

る皮内反応を実施して抗原性の比較をおとなつえのて，

その成績を報告する．

実験材料および方法

さきの実験に用いた粗抗原を l: 50に作り，これを材

料として Kunkelのj去によって Zoneelectrophoresis 

を応用し両抗原の精製をおとなった．すなわち局方澱粉

を数回水洗し，Verona!buffer(pH 8, 6 μ二 0,05）て均等

に Holderに充J可し，との中央部に澱粉に混和した 3ml

の組抗原を入れ， Holderの蓋を固定， 両端を緩衝液中

にガーぜて述結し泳動をおとなった．

泳動条件は Holderの断面積 1cm2について 2mA

18時間，冷室内でおとなった．

泳動後の処理は澱粉を lcmずつ Blockに切り試験

管に入れ， 7k3mlを加えよく振とう混和し冷室内にて

24時間溶出させ，さらに遠心操作をほどとし上清を回収

した．

( 127) 
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みて抗原窒素の量的関係と関連があるものと思われる．

すなわち，実験Eにおける成績にみられたように，木

実験についてもまた窒素呈の多い Fr. Iおよび Fr.JI 

が強い反応を示している．

2) S.m牙画抗原による反応

S.m抗原は陽極に峰が二つ牙かれたのみで第15図に

示すような泳動像を呈した.D.m抗！京、に準じて陽他側

10 

九戸／ "fr r 

メヘ7叫 、＼
10 60 5子30 10 24 481!W.!l 

第15図 S.m感作ウサギに対する各 Fr.の反応

出現状況

から，Fr.I • JI • llIの3牙画として，とれらの抗原を

もちいて皮内反応をお乙ない，次のような成績が得られ
->-. 
J、二．

各牙画とも反応、の程度は弱いが，そのうち Fr.Iては

D.m牙画の場合と同じように比較的強い傾向がみられ

た．

とくに，陰極側に位置をする Fr.DIにおいてはその活

性はみとめられず，注射後，30牙以内に消退した．

3) D.mおよび S.m抗原牙画物の比較

a) Fr. Iによる反応所見

両抗原ともこの牙画において，他のいずれの Frより

著明な反応の出現がみられたが，両者を比較してみると

第四図に示すように，D.m牙画の Fr.が強く，S.mの

それは注射してから30分て腫脹が最大に達し，それ以後

は次第に縮少し，D.mのそれについては 10時間までは

S.mと同じ傾向を示し，24時間してから再び反応が強

まり，局所に著明な反応の出現をみとめた毛のがあっ

た

F屯鹿

10 

／＼ 
、、、、

ll'r r-s m 

10 30 60分

ーーーー，A
10 24 48 

~.~ 

第四図 Fr.Iの比較

b) Fr. JIによる反応の所見

第17図に示すように D.mにおいて反応が強く ，また

S.mに比べて経過もc長びく傾向がみとめられた． しか

し，両分画ともに反応の度合いは弱く，注射後10時間 J

消退した．

割7

JO 

＼、、＿FT [-S m 

＼ !'r l!-D m 

l ~ 30 24 48時閉60 -
'JI 

10 

第17図 Fr. IIの比較

c) Fr. DIによる反応所見

両者とも陰極側に位置をしめている牙画て，いずれも

反応の程度は微弱て，第18図のような結果を示しえ．

抗原窒素の量的関係についてみると，との Fr.llIは両

抗原ともに Fr.IおよびEに比べて少なしとくに

S.m分画による皮内反応の成立を出現させる ζ とは難

かしいと思われる結果が作られた．
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第18図 Fr. IIIの比較

d) Fr. IVによる反応所見

D.m抗原においてのみ反応の出現をみとめ，S.m抗

原ては陰性におわった． との反応については D.mの

Fr.亜と類似の所見がみとめられた．

小括

D.mおよび S.m抗原を牙画し，Arthus現象に関与

する抗原性の検索をおとなうため， Zoneelectrophoresis 

によって精製をところみた．

D.m抗原については陽極側と陰極側とに，それぞれ二

つの峰が現われ，とくに陽概側のそれは峰が高く ，かっ

皮内反応の所見もまた顕著であったのに反し，陰級側の

降は低く反応出現もまた弱い傾向がみられた.D.m感

作ウサギは第四図のような反応を出現した．

( 128) 



S.m抗原の場合；こは原点かう陽極側に二つの峰が現

われ D.mの場合と同ご；：う：こ， もっとも高い峰の牙画

が反応もま疋著明て第20図にみ己札るような反応を示し
え．陰憾.ffilJのそれは峰が低くかっ反応もほとんど発呈し
なかっ，：＇：：： .
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Zone electrophoresisによる分l函の
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Zone electrophoresisによる分画の
反応
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第 ~o 図 S.m感作ウサギ（No.7）に対する
Zone electrophoresisによる分画
の反応
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Zone eloctrophoresis を行ってr~たこれらの結果ば，
1]iJ記の実験成総；ζついてみbれたと同じように，抗原宝
京此の多広と不可分な関係があるちのと考えられる．す

なわち吸収の大きい牙画の抗原よる反応は強いという事

実がみとめうれ，しかも，このこと！よD.mおよ円 S.m

抗原に会共通していることを知ることがでさ之，と同H与

に，マンソン裂頭条虫体物質の蛋白分画5て抗原性に関与
する物'ftの存｛1：をI佐定ナる恨拠ウ＞（＇.｝.られ／：.：.と思

総括および考察

わたしは，マンソン裂頭条虫の成虫およびととみ幼虫て

あるマンソン孤虫：こ付料全求めて，本条虫ωノ免疫の問

題，とくに，両虫体物質の抗原性について，感作ウサギ

に対する Arthus現象を指標として災験をおてなつ之．

まず，粗抗原による反応から出活し，抗原牙画物の製

法による差異，抗原の稀釈別ア：どによる D.m,S.m両

抗原の注射によって，あらわず民間反応の発現状況につい

て比較検討をこころ与えこ．

両者聞における抗原の性状ずなわ5，合室素日， Nin・
hydrin反Jむなどにおいて苦泣はみられず， まJと， h芸作

ウサギに対ナる反応の出現状態についても，顎似の経過

がみとめられえが，反応の度合いは D.m抗原注射にお

いては，S.m抗原のそれに比べ，わずかに強かった．

さら：τ，惹起抗原注射に Evansblue注入法を併用し
た結果？とついて弓よると，両種抗原によって発現された反

応の強さは，やはり D.m抗原が S.m抗原にまさって

いるととを知った．

阿部ら(1957)は， Sρ正zrganwn mansoniから得た虫体

物質を Cocaの抗原抽出液て作った抗原を使用して，

Sparganosis患者の皮内反応をここうみ全例に陽性反応

を立とめている．そして，その皮内反応抗原としてほ，

S.m抗原が D.m抗原よりも好適てあるといっている．

わえしがここみ三実験において，S.m抗原：こよと！ぷ作

動物に吋して，両種抗原注射の場合にみられたよ主的反応

の強さは，つねに D.m抗原によるものがまさってい
た．このように阿部らの成績と異なる所見がみら，iL，でと

とは，本条虫の戎虫と幼虫体を構戒する物質のイミ質的な

差異によってもたらされたものでなく，惹起抗原のは的

関係，すなわ5，皮内反応に関与するアレルギー抗体の
量的差異にもとづくものと思われる．

いわゆる寄生虫抗原において，その抗原性；こ関与する

物質は，研究者によって見解を異にし，ちるいは蛋．自体

に，あるいほ脂質に，多糖｛本牙画：こその存在が考えら礼

( 139) 
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ている．

わえしは， D.mおよび S.mから］＇.｝＇，＂：：両虫体物質の硫

安による塩析と Zoneelectrophoresisによっての抗原

の牙画をおこない，これらのものの免疫学的な性状につ

いて検討をととろみと．

牙画抗原の化学的性状が究明されてない現状におい

て，蛋白，多糖体あるい~·土脂質分画という呼びかたを避

けておのおの分画物をそれぞれA, BおよびC牙画とし

て実験をおとなった．

感作ウサギに対する山内反応の態度をみ之のにA, B 

分画において D.m 抗原およア1:S.m抗原ともに一般に

強い反応を現わしたが， C牙函てはまったく反応が成立

しない，あるいは，ごく微弱It反応を呈したのみであっ

た．

ζれらの升画による反応の結果を， it(白質の多く介ま

れるAおよびB分画， ili白質の少ないC牙画についてみ

ると，前二者に著明な反応;j~出現するととから，本条虫

の Arthus現象に関与十る抗原性物質は蛋白質の多い分

画に在在するものと考えられる．

乙の点を， さらに詳しく検討する之めにおとなった

Zone electrophoresis による分画抗原についての成献で

は，心きらかにとの事’克を証明していることがうかがわ

れ／ピ．

すなわち，さきの尚宏分画の抗原によるJJ.IUJlと同じよ

うに，吸収の大きい牙函：こ反応が強くあらわれるという

結果がのられた．

大お， D.mおよび S.mの両抗原ともこのような成績

を示したζ とは．マンソン裂回条虫の虫体物質において

宅来日の多い分画，すなわち，長白分画が抗原性の強度

に関与するものと推定される．

Campbell 0936）は Taeniataeniaげormisの抗原性

について，蛋自分画に強い活性ミとみとめ，多糖体は Ac-

tive immunityについて活性のないことを報告している

が，きわめて興味ある事実といってよいと思う．

結論

マンソン裂頭条虫の免疫，とくに，感作ワサギに刈ブー

る！.＆：虫および，その Plerocercoidでちるマンソン孤虫

に抗原を求め，感作ウサギに＜-rずる Arthus現象をおこ

ない，次のような結果を得た．

1) マンソン裂頭条虫の虫体物質から1＇｝た抗原によっ

て Arthus現象の成立をムとめた．

2) 成虫およびマンソンrJf..虫の虫体物質から1'J,＇：：抗原

による反応の度合いについては，成虫抗原において強い

傾向がみられ，さらに， Evans blue注入？去の併用によ

って，確実にとの事実をたしかめるととができた．

3〕 両抗原の硫安牙画およベ ZoneElectrophoresisに

よる牙画抗原の成績から，いわゆる蛋白牙画に本条虫の

Arthus現象に関与する抗原性物質の存在が推定される．

おわりに，終始ど指導と，ど校聞をたまわった恩師J清

水重矢教授に，ととろより感謝いたします．

( 130) 
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STUDIES ON THE ANTIGENICITY OF DIPHYLLOBOTHRIUM MANSON/ 

MASAKO NAKABA YASHI 

(Department of f..1edical Zoology, Nippon Feterinary College , Tollyo) 

Immunity against D争わ1llobothriummansoni was studied with sensitized rabbits and 

antigens derived from the adult form and its plerocercoid, the solitary worm of Manson. The 

Phenomenon of Arthus was used as follows. 

1. The phenomenon of Arthus was recognized when antigens derived from the adult 

form and its plerocercoid were employed. 

2. The degree of reaction was compared between the antigen prepared from the body 

of the adult worm and that from the body of the solitary vvorm of Manson. As a result, a 

tendency was observed that a stronger reaction was shown by the antigen from the adult worm. 

This tendency was further con命medby applying simutaneously the Evans blue injection method. 

3. Experiments were performed with the ammonium sulfate fractions of both anti問ns

and fractions obtained from these antigens by zone electrophoresis. As a result, it was presumed 

that the so-called protein fraction contained an antigenic substance which was related to the 

occurrence of the phenomenon of Arthus in the case of infection with this tapeworm. 
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